
 

 

                                        

2026年 9月 18日 

各    位 

会社名  株式会社オータケ          

代表者  代表取締役社長  金戸 俊哉     

（コード：7434、東証スタンダード市場） 

問合せ先 取締役 企画管理本部長 横山 和仁 

（TEL.052-211-0150） 

 

特別調査委員会の調査報告書公表に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年 9 月 4 日付「特別調査委員会の調査報告書受領に関するお知らせ」のとおり、

特別調査委員会より調査報告書を受領後、個人のプライバシー、取引先企業等の機密情報保護等

の観点から、一部記載を非開示とした版の準備を進めてまいりましたが、準備が整いましたので、

別添のとおり「調査報告書（公表版）」を公表いたします。 

 

記 

１．特別調査委員会の調査結果の概要 

  特別調査委員会の調査結果につきましては、別添の「調査報告書（公表版）」をご覧ください。 

  当社は、東京証券取引所及び日本公認会計士協会を通じた通報を契機として、当社会計監査

人である太陽有限責任監査法人より、2026年 5月期売上高の一部に係る代理人取引等の収益認

識の適切性について指摘を受けたことから、事実関係の解明及び取引実態の検証を行うため、

外部専門家及び当社の社外取締役監査等委員から構成される特別調査委員会を設置し調査を進

めてまいりました。 

  当該調査の結果、当社取引のうち、商流に競合他社が介在する一部取引については、独占禁

止法上の不当な取引制限に該当する可能性が高いことが確認されました。また、当該取引のう

ち、当社が競合他社へ販売する取引については、経済合理性を欠くことから、会計上は売上高

及び仕入高を相殺し、利益相当額のみを営業外収益として計上することが適切であるとの指摘

を受けました。そのほか、当社が本人取引として会計処理をしていた取引の一部について、代

理人取引として処理し、売上高及び仕入高を相殺した純額を売上高として計上することが適切

であるとの指摘を受けました。これらの指摘による 2026 年 5 月期の売上高の相殺額の合算は

477百万円（売上高の減少）とされております。当社といたしましては、当該調査結果を踏まえ

監査法人との協議を行いながら、適切な会計処理及び決算手続きを進めてまいります。 

なお、本調査結果による経常利益への影響はございません。 

 

２．再発防止策について 

  当社は、特別調査委員会の調査結果を真摯に受け止め、再発防止策の提言を踏まえ具体的な

対応策を策定し取り組んでまいります。なお、再発防止策につきましては、決定次第速やかに

公表いたします。 

 

株主及び投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様に多大なご迷惑とご心配をおかけしますことを

深くお詫び申し上げます。 

以上 
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